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1. 千葉⼤学について
• 10学部、17⼤学院をもつ、総合⼤学

• 教員約1,300⼈、⼤学院⽣約3,300⼈（うち博⼠後期約1,200⼈）
職員約2,200⼈、学部⽣約10,300⼈

• 査読付き論⽂発表数（2020年度） 2,704件（うち英語論⽂2,232件）

• 科学研究費補助⾦助成事業等の獲得件数（2022年度） 1,485件

• 研究者情報は、researchmap及び部局ごとに公開
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2-1. 千葉⼤学の現状（グリーンOA）

機関リポジトリによるOA
• 図書館への依頼、セルフアーカイブにより登録

• グリーンOA（学術雑誌論⽂のうち学内学会誌などを除く） 約500件
• 2022年度の公開件数は21件

• CHORUSダッシュボードからのメタデータ流⽤登録 1,178件

プレプリント、分野別リポジトリ等によるOA
• ？？？
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Others（その他） Data or Dataset（データ・データベース）
Research Paper（研究報告書） Departmental Bulletin Paper（紀要論⽂）
Thesis or Dissertation（学位論⽂） Journal Article（学術雑誌論⽂）
Article（⼀般雑誌記事） Preprint（プレプリント）
Technical Report（テクニカルレポート） Conference Paper（会議発表論⽂）
Presentation（会議発表⽤資料） Book（図書）
Learning Material（教材） Software（ソフトウェア）

2-1. 機関リポジトリ概要 コンテンツ数の推移

植物標本写真が
ほとんど

学内学会誌が
ほとんど

約48,700件

約26,700件
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約9,800件



2-2. CHORUSダッシュボードからの流⽤登録

データサイト

DOI

Datasets（DOI）

出版社サイト

論⽂
出版社版
または 最終稿

リポジトリCHORUSダッシュボード

ゴールドOA論⽂の
書誌情報を取得し登録
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研究データ
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2-3. 千葉⼤学の現状（ゴールドOA）

出版社サイトでのOA
• 38.5％がOA（2020年、JUSTICEによる論⽂公表実態調査による）

• ただし、論⽂発表数全体に対する割合は不明

• APC⽀出額は雑誌⽀出額の約25％（2022年度）

• Read＆Publishモデルは、
購読料のみで提供されるAPC無料/割引は利⽤中
APC分の費⽤を含む契約については検討中

• 優れた若⼿研究者を対象としたAPC⽀援制度が学内で開始（2023年度〜）
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2-4. オープンアクセスに関する普及啓発

研究成果をネットで公開する（オープン化）
アカデミック・リンク・センター/附属図書館ウェブサイト
https://alc.chiba-u.jp/entry/open-access.html

研究成果をオープンアクセスにする など
研究⽀援ポータル EYRJ!
https://alc.chiba-u.jp/eyr/resjrny.html

• OAウィーク、教員宛⼀⻫配信メール
• ウェブページ、セミナー

https://alc.chiba-u.jp/entry/open-access.html
https://alc.chiba-u.jp/eyr/resjrny.html
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3. 学術論⽂等の即時OAの実現に向けての期待と懸念
リポジトリ（機関、分野別など）によるOA

• 現在の体制で対応できるか？
• 共著者の許諾確認や著者最終稿の確保など、登録作業は軽減されることを期待する
• 国内学会誌等の著作権ポリシー整備は未だ進んでいない（Gray43％、White9％）

出版社サイトでのOA
• 学術雑誌の購読、APC（⽀援）のバランスをどうとるか

OA状況をいかに効率的に把握するか？
• OA状況をモニタリングする⽅法

• OpenAIRE、CHORUSなどの取組み
• Web of Science、Scopus、Unpaywallなどの機能を使⽤した調査

• OA率の場合、調査単位（研究課題、機関）によっては全数を把握する⽅法も必要
• メタデータ、特に各種ID（DOI、研究課題番号、助成機関IDなど）の整備が重要では？


